



















































































文献検討と看護師へのインタビュー調査から理論的に検討した 6 つの構成概念は, 尺度
の信頼性・妥当性の検討を経て, 5つの下位尺度【心身のゆとり】【休暇の取りやすさ】【上
司の支援的姿勢】【自尊心の保持】【時間外労働の削減】に集約された。その結果、看護師
のライフスタイルを支える仕事実現度尺度は 31項目 5因子構造であり、尺度の信頼性・妥
当性は確保された。 
本尺度は、看護師の多様化するライフスタイルを支える仕事がどの程度実現できている
かを評価する尺度である。この尺度を用いることで、看護師に必要な支援が明確となり、
支援を受けた看護師は仕事と生活の調和が実現できると考える。さらに仕事満足の向上が
離職予防につながることで、看護師は安定的な職業継続が可能となり、病院組織は人材流
出の歯止めにつながるなど、看護師側と看護管理者側の双方にとって、良い効果がもたら
されると考える。 
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